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小沢喜八官 ・ナカ・シよりタナマτ：・オイの聞を見る＞

民
家
をだ
、
す
ね

/10 
て

.~＂＇.° 

1向

上

町
.・；.品、乙f

〈
ぐ
り
戸
の
あ
つ
だ
忍
聞
か
ら

広
い
土
問
ガ
長
々
と
裏
庭
ま
で
続
さ

だ
定
つ
び
ろ
い
オ
イ
の
聞
に

格
子
醇
風
に
固
ま
れ
だ
帳
場
机
ガ

η・つ

『そ
り
と
だ
だ
一

つ

＜上町

タ
ナ
マ
工
に
大
ぎ
な
イ
ロ
リ
ガ
切
ら
れ

コ
3
ま
し
や
か
恥
自
在
ガ
天
井
ガ
ら
下

d

’’uv
・
戸
棚
の
引一戸
の
朽
格
子
汗

高
窓
力
ら
茅
じ
こ
む
光
を
に
ぶ
く
反
ら

し
て
い
る
。

明
り
窓
の
つ
け
だ
奇
妙
広
務
一
戸
、

麿
ガ
れ
疋
ケ
ヤ
キ
の
大
黒
符

古
め
か
し
い
調
度
の
数
々
ガ
そ
れ
ぞ
れ

調
和
し
て

不
思
議
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
ρ

平
入
り
の
屋
根
ひ
さ
し
の
上
れ

苗
広
ガ
ら
の
レ
リ
ー
フ
の
塗
り
香
．板
が

ど
っ
し
り
と
引
き
立
て
ら
れ

老
舗
の
年
縞
を
諮
る
ガ
円
札
、

藩
政
時
代
の
↑
に
だ
す
衣
い
を

舎
に
残
し
て
い
る
《
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9
月
幻
日

五
十
二

年

度

・＿＿＿..

般

会

計

決

算

など

十
五
議
案
を
可
決

｜
｜

第
七
回
町
蟻
会
定
例
会

｜
｜

A
W
あ
ら
ま
し

句

川
昭
和
五
十
三
年
第
七
凶
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
九
月
二
十
日
か
ら
こ
十
七
山
川

川
自
ま
で
の
会
期
を
八
日
間
と
し
て
、
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

川

川

本
定
例
会
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
皮
朝
日
町

一
般
会
計
決
算
を
は
じ
め
厳
寒

川

川

十

五

件

を

そ

れ

ぞ

れ

認

定

、

可

決

し

ま

し

た

。

川

川
ま
た
、
請
願
、
陳
情
七
件
に
つ
い
て
審
査
の
結
果
、
採
択
三
件、

継
続
四
件

州

川

と

決

定

さ

れ

ま

し

た

。

川

ひ

9
月
初
日

9
月
引
日

9
月
辺
日

報

9
月
お
日

9
月
白
日

9
月
お
日

9
月
お
日 審

l
l
lノ

悶
直

一

1
・

議

日

開
会
（
会
則
の
決
定
、
町
長

の
提
案
理
由
の
説
明
）

本
会
議
（
質
疑
、

一
般
問
削
）

本
会
議
〈
一
般
質
問
）

北
陸
自
動
車
道
対
策
特
別
委

員
会
休
会
休
会
文
教
厚
生
委
討
会

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会

本
会
議
、
委
員
長
械
化
け
、
質

疑、

討品
川
、
ぷ
伏
、

H
引
の

追
加
、
滋
策

一
件
川
決

可
決
さ
れ
た
も
の

V
決
算

（
昭
和
五
十
一

一年
度
）

’「., 

般

会

計

－
朝
日
町

一
般
会
副
歳
入
歳
出
決
算

特

別

会

計

一向

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

ぷ
出
決
算

－
朝
日
町
田
民
健
康
保
険
診
療
施
設
笹
川

診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

－
制
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
宮
崎

診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
境
診

療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

－
制
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

・
朝
日
町
南
保
外
一一
地
区
用
水
特
別
会
計

ぷ
入
歳
出
決
算

－
朝
日
町
泊
外
一
地
区
用
水
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

－
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会
計
歳
入

ぷ
山
決
算

察

企

業

会

計

ヂ

－
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
決
算

’v予
算

・
岡
和
五
十
三
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
〉

－
間
和
五
十
三
年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

v
a
m例
（
条
例
の
制
定
）

－
朝
日
町
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

V
専
決
処
分

（
報
告
）

－
地
方
自
治
法
第
一
八

O
条
に
よ
る
専
決

処
分
〈
工
事
請
負
契
約
変
更
の
件
〉

v－
員
鍵
幽

．．
 朱
・
老
齢
者
医
療
保
障
制
度
の
底
本
改
革
に

関
す
る
意
見
書

V
役
員
の
選
任

・
下
新
川
三
町
議
会
議
員
協
議
会
役
員

理
事
扇
谷
隆
二
清
水
資
二
酒
井
栄

山
岡
政
次
大
沢
龍
松
深
松
笑

松
倉
健
三

監
事
平
崎
知
勝

・
朝
日
町
議
会
運
営
委
員
会
委
員

。
委
員
長

O
副
委
員
長

。

酒

井

栄

O
山
岡
敬
次
大
平
勝
雄

篠
田
哲
夫
石
織
芳
和
大
沢
徳
松

平
崎
知
勝

請
願
・
陳
情

採
択
に
な
っ
た
も
の

－
町
有
地
の
払
い
下
げ
に
つ
い
て
（
池
谷

町》
－
荒
川
、
本
町
融
雪
講
の
改
修
に
つ
い
て

．
生
活
道
路
整
備
事
業
に
よ
る
舗
装
工
事

の
実
施
に
つ
い
て

ー
継
続
審
査
に
は
つ
疋
も
の

・
宮
崎
海
岸
キ
ャ
ン
ヘ
l

ン
実
絡
に
係
る

町
助
成
に
つ
い
て

－
商
工
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

・
高
速
北
陸
自
動
車
道
場
地
区
梅
陪
路
線

の
変
更
に
つ
い
て

植
常
任
委
員
E
N

特
別
委
員
長
級
告
よ
内

九
月
定
例
会
に
お
け
る
各
常
任
蚕
員
会

及
び
特
別
委
員
会
は
、
九
月
二
十
二
日

か
ら
付
託
案
件
の
審
査
を
し
た
結
果
、

議
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
た
問
符
常
任
委
員
長
か
ら

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
請
願
、
陳
情

等
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
報
作
が
あ

り
ま
し
た
。

。
総

務

委

員

会

町
有
地
の
払
い
下
げ
に
つ
い
て
〈
池
作

町
町
内
会
）
は
顕
窓
浸
虫
と
認
め
採
択

と
し
た
。

C
文
教
厚
生
委
員
会

舟
見
中
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て
は
、

そ
の
性
格
上
賛
同
で
き
る
が
、
ま
だ
具

体
的
数
値
の
実
態
担
鉛
が
な
さ
れ
て
い

な
い
乙
と
か
ら
継
続
洛
査
と
な
っ
た
H

p

産
業
建
設
委
員
会

荒
川
本
町
五
文
路
融
吋
溝
の
改
修
に
つ

い
て
。
生
活
道
路
前
恒
例
制
事
業
に
よ
る
締

結衣
工
事
の
実
施
に
つ
い
て
（
下
山
新
）

は
そ
れ
ぞ
れ
願
書
忠
妥
汽
と
認
め
採
択
。

宮
崎
海
岸
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
に
か
か

る
町
助
成
に
つ
い
て
は
、
町
観
光
の
州

か
ら
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、

な
お
実
情
調
査
の
必
．必
が
あ
り
継
続
犠

査
と
な
っ
た
。

(2) 

畿
北
陸
自
動
車
わ

対
策
特
別
愛
員
会

花
陸
自
動
車
道
境
地
区
泌
帰
路
線
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
第
七
次
区
間
の
苑
災

後
の
対
処
方
針
と
そ
の
取
り
組
み
方
の

確
立
に
つ
い
て
窓
口
の

一
元
化
を
は
か

る
必
要
か
ら
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

イ
一
般
質
問
の
中
か
ら

m

泊

病

院

の

充

実

に

つ

し、

て

質
問

泊
病
院
の
充
実
を
は
か
る
怠
似
は

あ
る
か
。

答
弁

泊
病
院
の
光
興
に
つ
い
て
は
今
後

さ
ら
に
小
児
制
の
突
明
と
病
体
を
地
加

し
た
い
考
え
で
あ
る
り

宅
地
造
成
に
つ
い
て

質
問

・
宅
地
造
成
は
町
の
以
情
感
以
施
戸
と

し
て
引
き
続
き
実
施
す
る
考
え
が
あ
る

か
の

答
弁

宅
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
約
三

O

一円、

燥
の
住
宅
供
給
公
社
が
行
う
乙
と

に
な
っ
て
い
る
が
逐
年
こ
の
よ
う
な
形

で
や
っ
て
い
き
た
い
H

心
身
障
害
児

対
策
に
つ

い
て

質
問

問
和
五
十
四
作
度
か
ら
心
身
障
害

児
の
教
育
も
義
お
制
に
な
る
が
町
教
が
－

の
刀
針
を
聞
き
た
い
川
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質
問

新
川
広
域
園
事
業
に
よ
る
「
働
く

婦
人
の
家
」、
「
郷
土
憎
物
館
」
な
ど
の

答
弁

祉
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は

一
市
一一一

町
（
叩
…
部
、
字
奈
月
、
入
着
、
朝
日
）

で
協
議
体
を
つ
く
り
施
設
実
現
の
た
め

に
具
体
策
を
す
す
め
て
い
る
と
ζ

ろ
で

あ
る
。
転

作

奨

励

作
物
に
つ

い
て

• 2 7 8号

質
問

水
田
利
用
再
編
対
策
に
よ
る
農
作

物
の
転
作
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
当
町

と
し
て
の
焚
励
作
物
が
あ
れ
ば
聞
き
た

、‘。
－U
－
 

答
弁

本
年
、
当
町
に
お
け
る
転
作
組
付

－
閲
繍
二

一
一
・
三
間
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う

ち
太
一以
、
飼
斜
、
変
、
そ
ば
七
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
る
。
今
年
変
の
作
柄
は
大
変

よ
く
、
農
家
、
農
業
間
体
と
も
研
究
調

題
と
し
て
奨
励
作
物
を
決
定
し
た
い
。

ひさ

北
陸
自
動
車
道

路

線

に

つ

い

て

あ

質
問

兆
陸
自
動
車
道
の
縄
地
医
海
保
路

線
の
反
対
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
弁

針
然
住
民
の
叱
場
に
な
っ
て
終
始

物
事
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
北
陪
自

動
車
道
は
国
の
H
針
で
あ
り
、
去
年
か

ら
朝
日

t上
越
聞
の
路
線
発
表
を
促
進

し
て
き
た
。
路
線
内
野
に
は
異
論
が
あ

司
て
も
強
力
に
進
め
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

訴
細
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
地
元

の
反
対
内
容
を
聞
き
討
議
を
軍
ね
て
進

む
べ
き
問
題
で
あ
る
。

報昭和32隼 8.II 8白 け・・・・・・3・・使・B可・・......... ...,,.. 

新
川
広
域
問

事
業
に
つ

い
て

計
酬
は
実
現
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答
弁

町
自
体
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
が
あ
り
、
一
九
年
計
画
を
ロ

ー
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
川
以
近
発
掘
さ
れ

た
不
動
堂
遺
跡
の
行
演
公
園
化
問
題
な

ど
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
業
も
あ

る
の
で
先
へ
の
ば
し
て
、
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
う
。

下
水
道
計
画
に
つ
い
て

質
問

町
総
合
計
岡
の
中
に
住
宅
政
策
と

併
せ
て
下
水
道
計
州
が
あ
る
が
い
つ
頃

か
ら
計
画
に
入
る
の
か
。

答
弁

上
水
道
と
併
せ
て
机
上
の
案
を
も

っ
て
い
る
が
コ
ン
サ
戸
タ
ン
ト
を
経
た

う
え
で
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
い
ま
生
活
排
水
に
よ
る
川
の
汚

染
調
査
を
や
っ
て
い
る
が
基
準
以
下
で

あ
る
。
小
型
漁
船
の

け
い
留
に
つ
い
て

質
問

小
型
漁
船
け
い
問
地
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

答
弁

調
査
の
段
階
に
入
っ
て
い
な
い
。

木
流
川
は
け
い
留
す
る
に
も
提
防
の
裏

に
船
留
が
な
い
と
不
都
合
で
あ
り
、
潮

流
、
流
砂
の
関
係
な
ど
問
題
が
多
く
、

手
だ
て
を
模
紫
し
て
い
る
現
状
で
あ

る。児
童

・
生
徒
の

不
良
化
に
つ
い
て

質
問

厳
近
児
童
、
生
徒
の
不
良
化
や
自

殺
の
問
題
が
各
地
で
生
じ
て
い
る
が
ζ

れ
の
対
策
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

学
校
で
は
不
良
化
問
題
は
生
活
指

導
に
よ
り
教
育
し
、
不
良
化
の
防
止
に

十
分
注
意
を
は
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、

間
和
五
十
五
年
度
か
ら
学
校
指
噂
要
領

も
変
わ
る
の
で
、
現
紅
世
帯
門
教
師
に
よ

り
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
教
育
委
員

会
は
学
校
管
理
と
統
か
つ
を
行
う
立
場

か
ら
今
後
さ
ら
に
ζ

れ
ら
の
問
題
と
真

剣
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

E

、。
e
h釦
V
組
合
立
舟
見
中
学
校
の

存
続
に
つ
い
て

質
問

組
合
立
舟
見
中
学
校
改
築
の
請
願

が
で
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
存
続
す

る
意
思
が
あ
る
か
。

答
弁

務
願
を
存
じ
て
い
る
。
当
町
の
生

徒
数
は
十
数
人
で
あ
り
、
歴
史
的
経
過

も
あ
り
、
組
合
江
と
し
て
存
続
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
改
築
は
組
合

で
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
決
定
に

な
っ
て
い
な
い
。
隣
町
と
の
関
係
も
あ

り
、
こ
こ
で
い
ま
お
符
え
す
る
と
と
は

健
か
し
い
。

焼
却
炉
設
置

助

成

に

ペコ
し、

て

質
問

焼
却
炉
設
置
に
対
す
る
締
助
金
は

設
置
場
所
等
か
ら
溢
wー
で
な
い
と
考
え

ら
れ
る
が
と
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
弁

補
助
を
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
特
定

の
人
が
利
益
を
う
け
る
と
い
う
種
類
の

も
の
で
は
な
く
還
境
衛
生
や
自
然
保
護

の
面
か
ら
も
必
裂
で
あ
る
と
考
え
て
い

る。

「
全
国
刊
は
引
U

自
転
車
の
盗
雛
防
止

犯
人
の
心
理
を
読
ん
で

朝
日
町
普
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
普
意
の
預
託
が
みめ
り
ま
し
た
。

A
U
辻
岩
崎
山
田
克
久
き
ん
よ
り
亡
妻
ゆ

り
子
さ
ん
の
供
養
の
た
め
、
香
典
返
し

の
一
部
十
万
円

マ
魚
津
市
新
川
青
年
会
議
所
（
代
表
終

口
貞
夫
さ
ん
）
よ
り
二
万
円

マ
大
家
圧
保
育
所
母
の
会
よ
り
衣
類
、

歩
行
器
な
ど
五
十
八
点

V
五
箇
庄
婦
人
会
よ
り
雑

ω五
百
二
十
八

マ
防
犯
登
録
を
し
て
お
く

マ
自
転
車
の
後
部
に
、
凶
だ
つ
よ
う
に
必

4

V
境
と
く
名
の
か
た
よ
り
金
婚
と
誕
咋
．

ず

住

所

と

名

前

を

省

い

て

お

く

。

－
日
記
念
と
し
て
一
万
五
千
円

犯
人
の
心
理
と
し
て
は
、
筑
前
が
あ
る

．
中
町
氷
見
千
種
さ
ん
よ
り
千
六
百
円

も
の
を
盗
む
の
は
、
う
し
ろ
め
た
い
も
の
十
五
円

で
す
。
女
性
の
渇
合
は
住
所
と
お
前
が
わ
マ
栄
町
近
藤
憲
治
さ
ん
よ
り
亡
安
利
枝

か
る
の
は
ど
う
も
と
い
う
万
は
、
町
帯
主
さ
ん
の
供
養
の
た
め
、
香
典
返
し
の
一

の
名
前
で
も
い

い

の

で

す

。

部

十

万

円

リ

1
ロ
月
3
日

は

｜

｜

｜

」

立
候
補
予
定
者
打
合
会
を
次
の
と
お
り
～

一

一

開
俄
い
た
し
ま
す
。

～

「

i
町

長

選

投

票

日

L

席
上
、
立
寄
宿
関
係
の
書
類
等
川

を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
本
人
も
し

一・

本
作
、
ロ
月
お
日
任
期
満
了
の
、
制
く
は
代
理
の
方
の
山
附
を
お
願
い
し
ま
山

～
日
町
長
選
本
の
日
艇
が
次
の
と
お
り
決
す
。

f

v

定
し
ま
し
た
。

ο
日

時

刊

月

日

目

（月
）

V

。
選
挙
期
日

目
月
3
M
〈日〉

午
後
一
時

山

o
告

示

日
月
白
日
（
金
）

0

・

zm

薗
朝
日
町
役
‘

立

候

補

予

定

者

第

一

会

一

・

2

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
V

打

合

会

理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
～

ロ
月
3
日
執
行
の
朝
日
町
長
選
惨
の
い
。
（
き
3
H
1
1
0
0〉

自
伝
官
畢
の
盗
緩
防
止
は
、
ど
ん
な
点
に

注
－
属
し
た
ら
よ
い
か
｜
｜
。

マ
ま
ず
、
乗
り
逃
げ
を
凶
幾
に
す
る

ざ
し
こ
み
錠
で
車
輸
を
制
ら
な
く
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ナ
ー

1
ン
紋

等
で
、
自
転
車
を
近
く
の
闘
定
物
に
つ
な

い
で
お
く
。

（δ） 

唱

1
司

3
マf
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奥
さ
ん
も
国
民
年
金
を
み・

ど
主
人
が
職
湯
で
加
入
し
て
お
ら
れ
る

年
金
制
度
か
ら
あ
る
線
度
の
年
金
の
保
障

が
う
け
ら
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
夫
銅
二

人
で
生
活
を
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
必
ず
し

も
十
分
と
は
古
え
ま
せ
ん
し
、
災
鍵
や
不

幸
の
あ
っ
た
と
き
は
な
お
さ
ら
で
す
。

そ
と
で
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加
入
し

て
自
分
の
年
金
を
持
ち
ま
せ
ん
か
。
将
来

ど
主
人
は
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
か

ら
、
奥
さ
ん
は
国
民
年
金
か
ら
、
夫
婦
そ

ろ
っ
て
老
齢
年
余
を
受
け
る
ζ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
、
思
わ
ぬ
一小
宰
に
あ
っ
た
と
き
に

は
、
陣
容
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
・ゾ
け

ら
れ
ま
す
。

保
険
料
は
一
カ
月
二
、
七
一一一

O
円
で
す

が
さ
ら
に
四

O
O円
の
附
加
保
険
料
を
上

積
み
し
て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
け

ひ－・・・ ・・ ・・篤2181J.... さ報…・・ ・－－ あ

am後
の
救
い
・

保
険
料
の
特
例
納
付

、．広町’b32隼8月8日
篇 3..使・B可 ．．

国
民
年
金
保
険
料
は
、

2
年
す
ぎ
ま
す

と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ζ

れ
ま
で

加
入
し
忘
れ
た
り
、
長
い
閥
保
険
料
を
納

め
忘
れ
て
い
た
た
め
に
、
将
米
、
年
金
を

受
げ
ら
れ
な
い
人
が
い
ま
す
。

と
う
し
た
人
・
も
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
今
年
の
7
月
か
ら
特
例
納
付
制

度
が
で
き
ま
し
た
。

乙
れ
は
、

ζ
れ
ま
で
加
入
し
忘
れ
た
り

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
た
則
聞
に
つ
い

て、

1
カ
月
に
つ
き
4
千
円
の
保
険
料
を

納
め
、
年
金
の
権
利
を
復
活
す
る
制
度
で

す
。
乙
の
特
例
は
、
昭
和
お
年
6
月
初
固

ま
で
の
2
年
間
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や
恩
給
受
給
者
は
納

め
ら
れ
忽
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
、
年
金
の
請
求
、
保

険
料
納
付
の
手
続
き
は
、
役
治
国
民
年
金

係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（舎
3
H
1
1
0
0内
線
却
〉

ふ
く
し
だ
よ
り

ね
た
き
り
老
人
の

介
護
者
が
病
気
に
な
っ
た
と
き

ね
た
き
り
老
人
を
介
躍
し
て
い
る
家
族

が
病
気
に
な
っ
て
そ
の
介
獲
が
一
時
的
に

の
傘
は
忘
れ
ず
返
し
ま

駅
の

善

意

て‘.・：’、．’‘e

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
な
ど
特
別
の
場
合

に
お
年
寄
り
を
一
時
的
に
老
人
ホ
l
ム
に

保
護
す
る
ζ
と
が
で
き
ま
す
。
期
聞
は
7

日
以
内
で
流
杉
老
人
ホ
l

ム
（
富
山
市
）

を
利
用
し
ま
す
。

詳
し
い
と
と
は
住
民
課
福
祉
係
〈
曾
3

H
1
1
0
0内
線
却
）
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

紛
の
着
物
で

献穀田

稲

XIJ 

り

八
写
真
は
五
人
の
門
事
乙
女
に
よ
る

稲
刈
り
V

ぬ
－
eほ

昭
和
臼
年
度
新
仰向
祭
献
殺
川
の
抜
制
式

（
稲
刈
り
）
が
、
さ
る
9
月
山
田
秋
附
れ

に
忠
ま
れ
、
道
下
健
次
郎
さ
ん
（
不
動
堂
〉

し
ょ
h

フ
ク・

の
献
穀
漏
出
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
道
下
さ
ん
．
家
を
は
じ
め
県

知
事
代
理
、
町
長
、
議
会
議
長
・
川
市
水
質
が

出
席
さ
れ
、
神
宮
の
お
は
ら
い
の
あ
と
竹

屋
で
固
ま
れ
た
1
ア
ー
ル
の
斎
出
の
稲
刈

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

献
上
米
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
は
、
こ
の
あ
と

精
米
さ
れ
、
そ
の
う
ち

一
升
が
、

ω月
下

旬
に
道
下
さ
ん
夫
惑
に
よ

ウ
て
、
・
出
窓
に

献
上
さ
れ
ま
す
。

／

・．也
軍
拡1

八
写
真
は
紳
符
の
お
は
ら
ト
V

雄
勝
差
点
柳
川

－
憲
庭
で
の
灯
油
類
の

l
J

－

貯
蔵
と
取
り
扱
い
し

消
防
法
で
は
灯
州
を
川
：
白
川
類
と
い

っ
て
五

0
6リ
ッ
ト
山
げ
た
折
山
数
鍬
と
定

め
て

↑
般
家
路
で
は
ζ
れ
以
上
取
り
鈍
っ

た
り
・
U
・
威
し
て
は
い
げ
友
什
叫
ん
。
つ
ま
り

唱

l
司

3
n
o

各
家
躍
で
は
五
ハ

δ
リ
ッ
ト
ル
ま
で
の
貯

蔵
、
取
り
鋭
い
が
許
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
次
の
よ
う
な
事
項
が
朝
日
町
火

災
予
防
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
て
、

ζ
れ

を
守
っ
て
貯
蔵
、
取
り
敏
い
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

－
貯
』
賦
し
た
り
取
り
倣
う
湯
所
で
は
火
売

使
わ
な
い
と
と
。
ま
た
そ
の
付
近
は
い

つ
も
鐙
理
し
て
燃
え
る
よ
う
な
物
を
悩

か
な
い
乙
と
。

－
－U
厳
ま
た
は
取
り
鋭
う
と
き
は
、
蜘
付
出
師

か
ら
油
が
洩
れ
た
り
、
あ
ふ
れ
た
り
し

な
い
よ
う
注
意
す
る
と
と
。
ま
た
谷
間

が
倒
れ
た
り
、
上
か
ら
物
が
洛
ち
て
引

傷
す
る
よ
う
な
所
へ
凶
か
な
い
こ
と
。

．
以
外
で
タ
ン
ク
ま
た
は
ド
フ
ム
缶
等
で

．－パ

O
リ
ッ
ト
ル
以
上
．
ム

O
Oリ
ッ
ト

ル
ぷ
備
を
貯
減
υλ

は
取
り
披
う
と
ぎ
は

池
袋
物
市
す
か
ら
．
メ
l
ト
戸
以
上
総
し

て
附
く
こ
と
ゆ

－
以
外
で
ク
シ

ク
や
ド
ツ
ム
似
以
外
の
十

八
リ

ッ
l
w
人
り
の
似
や
ポ
リ
容
総
で

一
Q
Oリ
ッ
ト
ル
以
心
一一
五
O
リ
ッ
l

wド
ホ
泌
を
貯
一
成
リ
λ

は
取
り
鋭
う
と
B
は

総
集
物
等
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
以
上
障
す

と
と
。

(-1) 

－
以
外
で
タ
ン
ク
や
ド
ラ
ム
加
以
外
の
前

川
引
の
容
総
で
こ
冗
O
リ
リ
ト
ル
以
上
、

冗
O
Oリ
ッ
ト
ル
ぷ
織
を
貯
雌
ま
た
は

取
り
倣
う
と
き
は
建
築
物
等
か
ら
一
一d

l
ト
ル
以
上
媛
す
ζ

と。

・Mm内
で
一
ハ
×
U
リ
ッ
ト
ル
以
上
五
0
0

リ
ッ
ト
山
三
木
満
を
貯
蹴
ま
た
は
取
り
快

う
と
き
は
段
、
盟
、
出
及
び
天
井
等
移
・

燃
え
な
い
物
で
作
り
、
川
人
U
に
は
鉄
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製
の
一同
ま
た
は
ト
タ
ン
を
似
っ
た
一戸
を

取
り
付
け
な
け
れ
ば
な

η
ま
せ
ん
。
そ

の
ほ
か
内
部
に
充
満
す
る
が
ス
を
附
外

に
排
仰
す
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

－
屋
外
で
貯
厳
又
は
取
り
鋭
う
場
合
で
プ

ロ
ッ
0
・等
燃
え
な
い
物
で
巡
っ
た
盟
に

面
す
る
と
き
は
距
雄
を
縮
め
て
も
よ
い

と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
消
防
明
（
曾
3
H
0

0
0
9）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
女
二
女
長
男
長
女
長
女

佳沙 拓 嵐美

代織也子香

三
枚
橋

舟
川
新

舟
川
新

藤

塚

勝

塚

西 右 岡藤小
田 1下問弁 Jll

1E .il藍 ）i;
3俊 二 笑悟 i~

円
、
縁
日
持
や
口問
物
を
遺
跡
徹
し
た
二
机
仰

の
長
さ
の
竹
編
み
の

「
か
つ
ぎ
簡
」
が

自
に
つ
く
。
オ
イ
の
聞
に
は
帳
泌
机
が

置
か
れ
、
師
眠
岨
句
界
風
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
銭
箱
や
小
物
タ
ン
ス
も
側
に
見
え

る。

か
み

申

い

ま

ぴ
し
や
も
ん

部
出胞
の
名
称
も
後
結
の
閥
、

島
沙
門

さ
ま

ま

ぴ
L
宇
も
ん
て
ん

織
の
間

（同
銀
の
V
り
本
格
毘
沙
門
天

そ
う

ま

つ

申
ど
の

像
を
制
っ
た
間
）
・
掛
殿
な
ど
が
、
い
か

に
も
江
戸
時
代
の
風
情
を
似
ば
せ
る
。

控
室
の
九
N
の
敷
居
に
は
四
尺
五
トリ

M
び
．と

二
牧
の
裕
一戸
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
帯

一戸
に
は
、
通
り
・挺
の
側
面
に
設
け
ら
れ

た
明
り
窓
よ
り
人
る
治
を
オ
イ
の
閥
、

タ
ナ
マ
エ
に
さ
し
ζ

ま
せ
、
そ
れ
を
さ

ら
に
茶
室
の
針
の
聞
に
か
す
か
に
入
り

乙
ま
せ
る
縦
長

一
尺
角
程
の
明
り
障
子

窓
が
切
り
取
っ
て
あ
り
、
ま
こ
と
に
風

情
が
あ
る
。

タ
ナ
マ
エ
の
大
き
な
戸
棚
に
は
ス
ス

竹
を
並
べ
て
仮
が
わ
り
に
し
た
戸
を
は

め
、
竹
の
す
き
聞
が
風
通
し
を
作
り
戊

物
の
腐
敗
と
ハ
エ
か
ら
守
る
工
夫
が
さ

れ
て
い
る
。

御
前
水
と
い
う
介．
μ
が
あ
り
、
明
治

天
皇
が
巡
幸
伊
東
家
に
宿
泊
さ
れ
た
と

き
こ
の
水
を
運
び
使
用
し
た
と
い
う
。

小
沢
宅
は
江
一円
時
代
の
商
家
の
織
子

や
生
活
を
知
る
上
で
質
重
な
建
物
の
一

つ
で
あ
る
。

〈
合
月
の
表
紙
〉

前
口
九
問
、
奥
行
十
一一
一聞
の
母
屋
の

規
槙
の
堂
々
た
る
民
家
、
元
は
江
戸
時

代
の
酒
造
業
大
倉
屋
の
建
物
だ
っ
た
と

い
う
典
型
的
な
前
庭
と
通
り
庭
を
持
つ

商
家
の
家
で
あ
る
。
建
物
の
次
官
は
切
婆

型
平
入
り
板
葺
で

（戦
後
ト
タ
ン
廷
に

す
る
）
屋
根
の
面
積
は
約

一
四
二
坪
（

四
六
八
．
M
）
と
い
う
大
き
な
家
構
え
で

あ
る
。出家
の
建
築
年
代
は
定
か
で
な
い
が
約

三
百
数
十
年
た
っ
て
い
る
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
泊
町
が
ζ

の
地
に
移
転
し

て
か
ら
約
二
六
O
年
に
な
る
が
、
そ
の

当
時
の
泊
町
の
属
敷
絵
図
を
み
る
と
、

乙
の
家
の
樋
所
に
は
一三
、
四
軒
の
家
の

獲
が
見
る
ζ

と
が
で
き
、
明
ら
か
に
乙

の
よ
う
な
大
き
な
家
は
建
っ
て
い
な
い

ζ

と
が
わ
か
る
。

伝
承
の
ご
と
く
後
日
元
出
敷
の
地
よ

り
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
う
。

移
築
を

物
語
る
ご
と
く
、

母
屋
を
支
え
る
オ
イ

の
聞
の
位
と
他
の
位
や
樹
木
に
は
新
内

の
差
が
あ
る
の
が
う
か
が
わ
れ
、
移
祭

の
際
情
補
修
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

建
物
内
部
は
江
戸
時
代
の
名
残
り
を
と

ど
め
る
数
々
の
家
具
や
部
屋
に
は
珍
ら

し
い
呼
名
が
あ
る
。

前
庭
よ
り
通
り
庇
に
く
る
と
頭
上
に

（昭
和
臼
年
9
月
目
白
現
在
）

お
く
や
み

お
す
こ
や
か
に

（死

亡
）

水
島
鶴
之
助
刊
歳

大
平
仁
太
郎
部
歳

長

井

ヨ

リ

ロ
縁

寺

総

ミ

リ

臼
歳

松

田

卯

一

ロ
歳

中

山

源

作

臼

歳

近

藤

利

校

日

歳

平

坂

久

義

問

歳

南

部

幼

却
歳

河

村

雷

同
歳

浜
田
ミ
サ
オ
閃
歳

谷

口

伊

勢

舵

歳

安

述

つ

や

η歳

安

達

チ

イ

印
歳

水

野

き

よ

邸

歳

藤
田
文
右
衛
門
町
議

岡

田

栄

作

刊

歳

姻

』

ν

（畠骨ち
ゃ
ん
量
生
）

O
境

O
嫌

。
笹

川

O
西
下
町

O
清
水
町

O
松
涛
町

O
栄

町

O
平
柳

一

O
平
柳

一

O
平
柳
二

O
草

野

O
蛭

谷

O
辻

O
越

O
山
崎
新

O
舟
川
新

O
舟
川
新婚

な

宮

崎

侠

川

婦
向
町

岡
下
町

東
三
浦

山・
三
浦

本

町
ボ
草
野

松
涛
町

沼

保

沼

保

彪
川

一

荒
川
ニ

荒
川
五

平
柳

一

綾

町

敏

野

殿

町

『
．

米
谷
が
夫

山
川
慰
降

熊
谷

F
．樹

水

島

茂

問
中
は
る
み

日
本
得
三
夫

九
野
木
幸
雄

寺
崎

道

義

古
谷

川
定

大

村

久
司

大
村

幸
雄

総
原

災

込
尼

僧

弥
忠
出

突

稲
村
孝
雄

小
川

彩

商
品

弘
己

清

水

悟

飛 亜 宏給沙麻依和利明箔 祭 大ち さ宏
希 と お
烏子樹一知 美子符 也 子行 雄渚介せ 正 り貸

長長 二 長 ~ニ ニ 長長長長長長長長長 ご三
女女男男女女女兜！H 女 ~ 男女男女リj 女男

’12 7 8’ 

；：消2
3防s
）団3
5秋5
：：季2
2演主
~~ 習 3

ひ

日
月
也
日

（日
）
ド

朝
日
町
消
防
聞
の
秋
期
総
仰
が
朝
日
町

会
成
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
当
日
は

サ
イ
レ
ン
を
附
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と

関
連
わ
な
い
で
く
だ
さ
いリ

さあ

マ
期
日

日
月
ロ
日
（
日
）

事現

マ
岨
初
所

初
日
町
全
滅

IQl32卑＆JISB rr 
·· a a ••使・B珂一 "" 

マ
時
間

－
午
前
7
時

（
蹟
脅
招
集
い
ロ勺〉

－
午
前
8
時
mw分
か
ら
午
前
日

時
泊
分

（
消
防
恵
サ
イ
レ
ン
吹

嶋
音
〉

な
お
、

当
日
午
前
8
時
却
分
か
ら
午
前

日
時
初
分
ま
で
の
問
、
町
内
会
減
で
消
防

車
が
放
水
訓
練
を
行
い
ま
す
の
で
、
洗
た

く
物
な
ど
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
住
麗
し
て

く
だ
さ
い
。

一一 100万円以上 一一

。町道繊水～下111新線7 スソ 7’レI・

舗装新設工.

工事費 695万円

工期 9月 ！日～10月11日

延長 610m

。町道池谷町線広幅改良工事

工事費 460万円

工期 9月20日～11月30日

延長 251. 7m幅員 6.5m

0非補助良道整備事業
大家座長道第1.2.3号舗設工事

工事費 1.300万円

工 期 9月26日～11月20日

延長 I .191.2m 

。窪田～金山線道路改良工・9耳
工事費 285万円

工 朝 9月30日～11月30日

延長 11om 

町営工事入 礼 状況

宅
－
八
戸
喜
一一
沢
一一旦

泊

’

(5) 
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月刊〈 月 I0日

昭和 53年度

朝 日 町 長 寿 番 付
かぞえ年 88歳以上

西 御 J反
一一晶一－一一 一一一

// 。 前 ’M 小酬 聞 大銀 大剛： I // 。 前 小銭小陶磁 聞 大穂大積鍋 倹

3 2 碩 飽出 自責 Ill幽 路 附出 関 網HI 免 3 2 E買締出 Mi晶幽 ＂ 織出 関刷出 綱
ー

火小 q~ 河門 E事長谷 1E 符 藤 古 島小川 t.J~ /j~ 折 尾谷 7.1< 大

〉｜λ 沢 野村 1・1原博 仁Im 11 JI: 蒙 "j端森会下 Ill 谷 山 府J＇向
つつ勇ちい源き り ふゑ 鶴 つふっち すちすちっす

ょや平よ さ作よてみと松 取 和市 よさねよ弘てよてよよい
ー 一．．

91 92 92 92 92 93 93 93 95 98 99 制 朝 91 92 92 92 92 93 93 94 97 99 100 

扇 日 中 日 『－ －ーー一一ー一事一

宮~ 山紡月金花羽蛭西2 小 績上 1I 殿 上 鐙沼小 !,'i：笹中谷境上町 町
積

町 主 山山房入谷捕吏尾 谷 議 川 長 町尾 田保吏 野川浦 町

十岡 // // // // // // 。 ，， 。 ，， 隆義 薙 十両 I/ // // // イク // // 。 // 
13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 

一 長
13 12 11 10 9 8 7 6 5 

ー一
西青七鹿背 7.k吉野水川背酉 一 井伊自 ）J< 大納阿米道清水沢松

図島沢熊木島万励上水島 検 査 役 見弁木部丘用水弁図原

せ い郎患 とと 志 豊め 郎長つ
一

言すき
朝 朝 朝

ひく し弘つ般と き
エ

いの くよけ作す久 た 日 日 門いゆ さらの 吉よ吉と と
一一一 一一一 日 町 町 ーー ーー．
89 90 90 90 90 90 91 91 91 91 91 90 90 90 90 90 90 91 91 91 91 91 

ー． 老 社 一 一一一 ー・． 一
月羽小 殿東＝ 堤殿中東下 桜下

町 人 dヨE』It 舟川酋下金 中本 蛭竹の金不動 月蛭

山入語町浦 町町町町新山 住
ク 福
フ

新町山町町 谷内山堂山谷

民 プ
祉

// ’F 。 4ア 4ン // 。 。 // ，， 。 協
。 砂 // ，， 。 // // // // ，， ，， 

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 連 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 
謀 ~』~ 議

篠 江大山 宮村加 柳吉小大 ~』It $』It 痕居 来 殿畠 双山 永内 大大

川開 厳崎下 上 康沢 田森島 長 畏 長 藤波 上村山川岡口 島厳 弁

コ つ R妥Eみ義 っすり な 芯作 一ート い房 ト っき芯 源機よ蛾 い
行 司

ト ま よ孝る ててみか造 よ治 ヲ ねよの嗣子宮し 8 と
- 九 昭 敬 ． 

88 88 88 89 89 89 89 89 89 89 89 月 和 88 88 88 89 89 89 89 89 89 89 89 
十 五 老

・・4・d 唱 E

叫竹羽舟j新II 上 藤本棚｜僚折f綾 五 ＋ 保南西下大 i‘1且1ド1 米｜イ 三r[~ 雌イEJ小；羽金
fざ府の内入 町嫁町川出川町

の
日 一 越町平 lllJ 浦塚 171町入山
調 年 日

// // 。 ，， // // 。 // 
16 15 14 13 勧 進 スJ 16 15 14 13 

4く仏：平尾 朝 朝 大大上様

!J!f波崎崎
日

日 平議久 不附
~；も泊 U!l 町

廷 :1 ・』キ n良甑I~ 
太郎り雌松 町 老

1立良11く
連 人

住88 88 88 88 ク 88 88 88 88 
~ 』 フ

月 車中 J二 民 プ
繍桜崎山 舟川tr 

111野迫下町 課 ~』:JO; 
l勾
町 町 越
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17日
18日

23日
24!:1 
27日
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＝

z
z
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山
一郷
土
の
伝
説

一
）

阪
駅
一

η
阪

η
が
や
阪

川

－

守4
1

守

’

・

1

－
H

川、，、
1

，E－4
4

帽，、
．．
 
d

，dd
川

！

1
 

・
z
t
m

＝－
q

－
rt

1

1

 

戸

－

E

－

E
J
」

・

三
枚
崎

l
大
家
庄
・
州

川
郡
．
市
中
媛
京
・
子
安
R
m
AW

叫に・沈
め
治
っ
と
屋
恨
の
磁
嵐
ハ
カ
ヤ
質
屋
伎
の
一
陶
川

川

置
中
央
の
償
問
に
帽
施
時間門村
れあ

J
F

舗
に
あ
る
三
角
形
の
煙
彼
き
の
窓
〉
ガ
川

川

包
の
表
微
と
と
も
じ
寝
販
問
も
涜
れ

は

ら
Mmげ
出
し
だ
こ
と
か
ら
乙
の
三
つ
の
川

川
ア
－C
鬼
や
強
盗
の
住
み
噛
婦
と
む
つ
R
h』
r
．
努
じ
geガ
生
ま
れ
だ
の
で
あ
る
う
。
川

近
年
君
。
で
こ
の
三
つ
の
祭
じ
事
ほ
飯
山

州

軍
織
内
に
関
し
て
予
家
物
語
や
径
の
る
に
守
ら
れ
つ
つ
け
ら
れ
て
き
疋
と
い
川

川
抱
月
約
五
書
目
吻
に
窓
生
門
ガ
あ

η
、

う

γり
Q
U
m羽家の必司令一－
一叡
aの
家
々
）
川

川
涛
翁
船
む
の
佐
渡
辺
織
ガ

一
条

戻

構

で

由

市

域

層

慢
も
い
ア
ミ
：

川

酬
の
片
一
般
を
切
り
怒
と
し
だ
話
ガ
あ
る
。

i
L閣
制
片v
fパ
ι
て

川

川

一何
億
仁
淀
辺
の

3
2あり
、

凶

！
な
旬

、掘

削

凶
’H
－

7
hE
H

川
・
＼
引い
h

仏
軍
広
忠
心
機
の
京
係
と
伝
え

h
・

週

一，・な
J

叫
『稲

川

！

？
；

ー

川
ら
れ
T
レ
る
。
そ
し
て
代
々
こ
れ
ら
の

閤

ニ
ふ

M
U
川

州
写
に
同
地
三
つ
の
怒
じ
事
刀
伝
え
ら
れ
て

h
－
圏
一噛
申
込
・
・

－l

川

組問閉
山
、町一
戸

川

．．．
 
る
u

－
型
国国
周
回
＼

・
ー
’

川．一

・
屋
一
般
の
恥
W
E
E
を
開
け
む
い
ご
と

且
敵
国
軍
τ
」

YLVJ，戸
川

－－－圃
E
u
t
h
j
ミ

川

川
一

、
特
片
戸
を
犯
ら
な
い
こ
と

凶

同

嗣

掛
川一世丸一よ
北

川

川
一
、
華
を
鋸
え
忽
い
こ
と

aE・
田
f
u一吋～
ど
に

r
川

川

逮

辺

の

鋼
判
長
の
片
肢
を
切
り
殴
っ

島

脳

聞

E
L三位
ー
ロ

川

酬
だ
ガ
、

鬼
に
再
び
そ
の
片
山
腕
を
審
問
い
殴

a

網幽・・JMK一L
J『
川

州
ら
れ
疋
。

そ
の
時
鬼
は
台
所
の
発
の

工

面

ιyu
－－S4
州

4EE
F
A
寺
草
食
晶
H

州
に
あ
ガ
つ
、

弁
戸
の
釦
惜
の
縄
を
つ
だ

白

幽

ドー一’

u・
諮
問
川

ひさあ事量昭和32隼 8月S日 rr. 
・… 鑓3・鱒使鋤寵可 ・…・・・・ 助

本い
かんなづき

10月（神無月）
法の日
地方自治の自

体育の目

闘の愛護デ｛

貯蓄の白

統計の日
電信電話記念日

同連の日
説由週間

今

月

の

税

金

町
県
民
税
（
第
三
期
分
）

日
月
日

H
tげ
日
は
、
全

国
的
な
「税
を
知
る
週
間
」

と
し
て
い
ろ
ん
な
行
療
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
日
ロ
u
n
H

1
5
m
 

新
着
図
書
案
内

H
圃
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
H

〈
一
一
般
園
・
〉

娘
が
い
ま
知
っ
て
お
く
べ
き
乙
と
単
柳
大
成

日

本

間

正

野

倒

掲

ク
山
戸
マ
の
選
び

刀

岨

口

健

治

氷
夜
ひ
た
む
き
な
タ
た
ち
の
物
語

躍
際
原
審
繭

食

の

社

会

学

加

鎌

秀

俊

何
の
た
め
の
教
育
か
村
井
資
長
外

堀
志
摩
さ
ん
の
洗
た
く

の

本

瀬

志

津

日
本
人
の

笑

い

深

作

党

貞

日

本

人

と

味

の

索

郡

司

篤

孝

子
供
に
し
て
あ
げ
た
お
話

・
し
て
あ
げ
な

か

っ

た

お

話

岸

悶

今

子

お
か
み
さ
ん
の
知
忠

戸

野

村

繰

自

然

の

断

章

治

問

係

一

中
国
名
誇
鑑
賞
辞

典

山

田

勝

美

私
の
ヒ

マ

ラ

ヤ

今

井

通
子

立

山

路

の

動

物

手

帳

湯

浅

純

孝

毎

日

の

名

言

セ

ー
ル
ス
編
集
部
綱

俳
句
を
始
め
る
人
の
た
め
に
清
水
基
吉

~· 

政相

時毎月第1火曜日
午前10時～午後3時

泊 所朝日町福祉センター

相談員川上痴ー（宮3-0050)

相談ごとご案内

談ム行

日

不

確

定

時

代

の

選

制

阿

川

判

血
液
型
で
わ
か
る
鍬
仙
川
相
性
鈴
木
方
五

考
古
学

の

模

索

縦

浩

一

日

本

神

話

と

考

古

乍

有

制

立

や
さ
し
い
洋
裁
セ

ッ
ト
問
問マ
〆
ム
編
集
部

ホ
i
マ
ン
崎
博
士
の
育
児
教
術
姻
川
徹
夫

師

mm泌
妙

泌

恒

平

異

常

気

象

の

謎

線

本

願

吉

不

安

に

か

つ

保

崎

秀

夫

太

宰

治

研

究

奥

野

健

男

綱

｝
備
の
震
を
く
だ
さ
い
広
蝋
醤
順
日
嗣

〈
小

説

〉

和

宮

犠

御

留

有

古

体

和

子

海

を

感

じ

る

時

中

沢

ケ

イ

天

草

お

ん

な

恋

歌

島

一
存

空

の

成

松

本

山

伺

恨

炎

環

水

升

路

子

お

と

乙

の

秘

問

パ

池

波

克

太

郎

九

月

の

空

刊

橋

一戸
一午
制

北

条

政

子

氷

弁

路

子

不
毛
地
得

一三

山
崎
也
晶
子

致

死

海

流

総

村

誠

一

十
二
人

の

手

紙

井

上

ひ

さ

し

O
お
知
ら
せ

九
月
十
六
日
の
1

本
を
説
む
子
供
大

j
 

f
i
t－
－
！

i
ti
 

ム人権法律相談

時 10月17日例
午後 1時～午後4時
朝日町福世センター

人権舞護餐員

上国憲二（雪2-0127)
在団結芳（雪2-2164)
小沢治（雪3-3000)

時毎週火曜日
午前10時～午後3時
所朝日町福祉センター

（雪3-0576)

ム心配ごと相絞

日

場 所

相談員

日

A
Ah

は
十
月
三
十
八
日

（
上
）
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

三 学5

2 生E
i息募i
i巌集
E各
E学
三校

A
V齢
軒

g
a
m－情生

〈資

絡

v・i
・－・：大麻

〈
見
込
）

お
歳
未
満
の
明
子
X
は
u
f

〈
受
付
〉

山
月

2
Bt
m月
げ
円

。
防
衛
大
学
後
学
生

〈
資
絡
v
・i
・
－
：
・
必
ぶ
（
品
込
）

引
銭
未
満
の
男
－F

〈
受
付
〉

叩
月
2
日

t
m
H引
け

。
自
衛
隊
生
徒

〈資

絡

Vi
i－
－
－
中
市
（
見
込
）

げ
殺
未
満
の
男
子

〈受
付
〉

日
月
1
日

tロ
月

n
H

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
削
除
魚
津
迎
絡

事
務
所
〈
舎
0
7
6
5
H
M
H
1
0
3
6）

ま
で
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E
U
Hい
’l
γ
十
、11pd
かい
内
・〆

編

A交通事故巡回相談

①日時第I.第3月曜日
午前10時～午後3時
黒部市中央公民館

第1.第3水曜日
午前10時～午後3時

局所県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

湯所

①日時

“2 
、・．、・h

(7) 

j
 

1
－
 

t
，f
 

1
1・
J

J
F
t
 

・1
J
1
1
18

唱

t
内

3
nヨ
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沼存；
；展3

花
と
録
を
育
て
、
心
厳
か
で
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
と
、
花
と
緑
の
銀
行
で
は
、

今
年
も
管
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、

花

と
緑
の
曽
及
の
た
め
ポ
ス
タ
ー
、
綱
相
活
を

募
集
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
作
品
が
待

せ
ら
れ
、
次
の
方
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

JI 2 7 8号ひさ

ポ
ス
タ
ー

昌
明
貧宮
崎
小
学
校
一
年

一
等宮
崎
小
学
校
三
年

。

六

年

二
等｛川
崎
小
学
校

一
年

。

一
年
四
年

金
子

山

総
沢
附
突

出但
木
久
市

あ

MM川
理
干
の

大
浜
尚
明

竹
付
け
雄

．．
 

報広
岡’b32年a11 s a 
• 3 ••使・B可

0
 

・筒
〈小
学
校
の
種
）

特
貧笹
川
小
学
校
～
ハ
作
総
内

政

「
ぼ
く
の
花
咲
い
た
よ
母
さ
ん

み
て
ご
ら
ん
」

一一号待
一
川
小
学
校
一九
年

。

六

年

一等

竹
内
芳
附

折
谷
何
川

笹
川
小
学
綬
五
年

。

六
年

宮
崎
小
学
校
六
年

（中
学
綬
の
笛
）

値

W
貧泊

中

学

校
三
作
吉
本
吉
川
笠

「育
て
よ
う
花
と
緑
で

わ
れ
ら
の
郷
土
」

竹
内
志
保
子

竹

内

美

香

河
内
知
津
子

泊 書事

中
学
校
二
年
三
年

水
島
直
紀

水
島
箔
司

ニ
等泊
中
学
校
二
年

。

二

年

三
年

七
沢
由
佳
利

清
水
昌
平

中
山
雅
美

。

－
z
n
k除
－
み
や
げ
晶

－In－－
一

ア
イ
デ
ィ
ア
展

一作
募
一
観
光
写
真
展

制
沌
写
真
展
の
作
品
募
集
に
つ
い
て

O
目

的

燈

か
な
自
然
と
際
史
を
持
つ
朝

日
町
を
広
く
内
外
に
宣
伝
紹
介

す
る
と
と
も
に
新
し
い
み
や
げ

品
の
開
発
を
円
的
と
し
て
、
来

た
る
日
月
3
日
文
化
の
日
を
中

心
に
朝
日
町
福
紙
セ

ン
タ
ー

に
お
い
て
観
光
凶
を
開
催
し

ま
す
。

O
観
光
み
や
げ
回
聞
の
包

極
類
食
品
、
民
芸
品
、
特
産
品
、

各
種
加
工
品
、
そ
の
他

提
出
期
限
叩
月
幻
自
（
金
〉

O
写
真
の
郵

出
店
材
観
光
地
の
自
然
景
観
、
史
跡

等
（
朝
刊
町
内
の
も
の
〉

印

刷

カ

ラ
1
市
中
紙
川
上
〈
台
紙
は

り
の
も
の
）

提
出
期
限
叩
月
幻
臼
（
金）

所
定
の
瓜
券
用
紙
に
必
用

事
制引
を
記
入
の
上
、
出
品

作
品
に
添
え
て
提
出
す
る

。
詳
細
に
つ
い
て
は
役
湯
産
業
課
内
観
先

協
会
事
務
局
〈
含

3
H
1
1
0
0
番

内
線
お
番
）
へ

O
由
申
し
込
み

般
近
、
人
の
汚
命
が
伸
び
た
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
は
た
し
て
健
康
な
状
態
で
そ
う

な
の
で
し
ょ
う
か
。
と
か
く
・
身
体
を
動
か

さ
な
い
生
活
様
式
で
は
、
健
康
で
長
生
き

は
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
体
換
を
し
ま
せ
ん

か
ん
汀
と
の
体
操
は
別
名
生
命
の
貯
苔
体
像

と
も
一一
田
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
特
長
が
あ
り

ま
す
。①
全
身
の
関
節
を
ま
ん
べ
ん
に
動
か
す

全
身
性
の
体
細
川
で
す
υ

①
全
動
作
に
わ
た
っ
て
呼
脱
法
が
導
入

さ
れ
て
お
り
、
縞
神
統
一
と
し
て
の
心

恕
作
用
と
ス
ト

ν
メ
解
消
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。

乙
の
よ
う
に
乙
の
健
康
体
操
は
、
普
通

の
体
嫌
と
ち
が
い
体
h
M
づ
く
り
に
役
立
つ

と
共
に
、
汲
近

m加
し
て
い
る
瓜
人
病
の

予
防
、
肥
満
予
防
に
効
県
が
あ
る
乙
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
日
月
よ
り
次
の
よ
う
な
計
阿
を

立
て
て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
役
場
住
民
課

（
保
健
衛
生
係
〉
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

。
日
月

t
1月
ま
で
月
2
Mで
6
回
コ
i

ス
（
け
月
9
、
包
日
目
後
水
定
〉

9
時
犯
分

tロ
附

。
福
祉
セ

ン
タ
ー

。
め
成
ま
で
の
女
子

。
内
容
は
喪
の
体
品
川
、
れ
き
ょ
う
術

似
み
体
操

電
気
の
健
康
診
断

屯
h
H
は
生
き
も
の

台
風
や
m
A
に
よ
る
停
叫
を
未
然
に
附
ぐ
た

め
健
蹴
診
断
が
必
唆
で
す
。

乙
の
診
断
と
治
療
に
あ
た
る
の
が
作
業
hU

電
で
す
。

作
業
停
電
に
ど
協
h
H
を
お
願
い
し
ま
す
。

花
開
電
力
（
株
）
泊
位
業
所

（
電
話
3
H
0
0
2
8）

郵
便
局
だ
よ
り

aEか
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ

く
る
副
知
便
貯
金
月
間

m
R
l
nt
引
口

郵
便
貯
金
は
臼
年
7
月

m在
刊
兆
円
を

超
え
る
大
き
な
額
に
返
し
て
お
り
ま
す
の

み
な
さ
ま
か
ら
預
け
ら
れ
た
こ
の
お
金
は

大
蔵
省
資
金
運
用
部
を
通
じ
、
み
な
さ
ま

の
く
ら
し
に
関
係
の
深
い
住
宅
の
建
設
、

生
活
環
境
の
笠
術
、
康
体
漁
業
、
山
中
小
企

業
近
代
化
、
文
教
施
芯
の
わ
お
災
な
ど
利
用

者
の
福
祉
の
向
上
と
軒
・附の
発
川
崎
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

郵
政
省
で
は
各
種
開
係
幽幅
削
の
協
h
H
を

得
て
ば
同
か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会

1
1
8
4
n
U
 

ど すかを
支郵。らつ
媛便 1く
を貯 カる
お金月郵
願に 間使
い対 A 首i'
しす ι 金
まる 国月
す ー で刷
。層実 』

の施を
ごし 10
理て月
解い！
とま日

{8) 

N
H
K
受
信
相
談

一
ア
レ
ピ
を
突
し
く
見
て
い
た
だ
く
た
め

に
テ
レ
ビ
受
信
向
上
委
員
会
の
協
力
を
得

て
、
ア
ン
テ
ナ
点
検
改
善
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
日
頃
テ
レ
ビ
の
映
り
が
葱
く
お
附

り
の
方
は
気
経
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
当
日
、
係
員
が
訪
問
し
、
点
検
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

叩
月
間
日
（
木
）
叩
時

t
m附

叩
月
初
日
（
合
）
旧
時

tMm時

制
朝
日
町
役
織
前
〈
当
日
相
談
所

開
設
〉

き

と
こ
ろ

地.t.J

区象

朝
日
町
泊
地
区

当
日
柑
談
会
場
（
役
場
）

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

点
検
・
柑
訴
は
無
料
で
す
。

〈
ア
ン
テ
ナ

・
給
電
線
な
ど
の

と
り
か
え
は
有
料
で
す
。
）

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
役
治
総
務
課

（き
3
H
1
1
0
0〉
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

料巾相

r、、
t-> 

金込談

9. 2 I 8人

531ド10月1日現在

1 9. 5 2 9人

5. 0 2 4戸

1 0. 3 I I人

人口の本町

f1I・

世俗数

男

i正
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ス
ポ
ー
ツ
行
事
・
成
績

第 27 8号

町
民
体
育
大
会
は
忽
日

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
作
地

区
や
学
校
の
運
動
会
な
ど
多
彩
な
行
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
二
年
に
一
一
削
の
物

十
六
回
町
民
体
育
大
会
は
、
ポ
た
る
・

・

十
一
一
円
（
雨
天
の
出場合・

一十
九

U
）
総
代

グ
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。
業
し
い
石
川

気
で
の
体
h
M
づ
く
り
が
期
什
付
さ
れ
て
い
去

す。
な
お
、
内
日
は
山
下
の
似
織
が
，y
制
さ
れ

ま
す
の
で
、
併
で
の
診
加
を
さ
し
ひ
か
ゑ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

－
秋
の
南
保
路
を
完
走
｜
」

－

ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
し

ひさ報......・a・－－－－あ昭和32隼 81!88 ri"" ... 3.，使・a町・・……... 'IA 

〈
gdwAは
ト
リ
ム
マ
ツ
ソ
ン

ス
タ
ー
ト

γ

刈
り
取
り
も
撚
ろ
う
と
し
て
い
る
市
保

地
区
内
で
、
第

一
同
ト
リ
ム
ソ
ソ
ソ
ン
日

山
県
大
会
が
・
』
の
ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
に
u

ζ

の
大
会
は
、
続
争
ず
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
臼
分
の
体
刈
に
泌
し
、

M
…

理
を
し
な
い
で
完
走
す
る
ζ

と
を
日
仰
に

し
た
も
の
で
、
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
仰
仰
と

十
キ

υ
メ
l
ト
山
戸
の
却
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
総
A
H
グ
ソ
ン
ド
を
川
発
し
た

参
加
話
は
、
中
山
火
農
協
桝
保
文
所
前
、
岩

介
谷
で
そ
れ
ぞ
れ
折
り
返
し
、
ひ
と
り
の

m
r
m省
も
な
く
全
は
慨
が
1
l
w
イ
ン
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
十
ぷ
か
ら
六
十
厳
ま
で
老

行
列
女
を
附
わ
ず
多
忍
で
、
小
に
は
夫
婦

揃
っ
て
出
渇
し
た
人
も
．． 
制
あ
り
、
楽
し

み
な
が
ら
必
る
人
が

mえ
て
い
る
こ
と
を

物
川
っ
て
い
ま
し
た
叶

、vb令
S
ま
ミ
S
の
ま
ま
お
ま
ミ
ミ由
主
求
、
h
vad
、

宮
崎
体
協
優
勝

第
八
回
三
町
々
長
杯

ミ
ミ
公
主
主
主

sassss恐竜
お
さ
ま
ま
主
主

，

机
八
川
一久
町
ぺ
長
M

仲
野
球
大
会
は
、
三

十
九
ナ
1

ム
が
参
加
し
こ
の
ほ
ど
朝
日
町

民
総
合
グ
ツ
ン
ド
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し

た
ω
決
勝
は
・
宮
崎
体
高
同
協
会
と
．ぬ
り
ょ
う

球
友
会
の
朝
日
町
川
ぶ
の
対
戦
と
な
り
、

接
戦
の
米
宮
崎
体
向
協
の
が
勝
利
を
お
さ

め
ま
し
た
ο

例
入
賞
は
次
の
と
お
り

抗

優

秀

選

子

町

次

れ

川

正

以

後

秀

段

下

鑓

竹

行

捻

（
以
上
川
崎
体
協
）

頃

川

州

人

fj'{ 

11¥l 

・n 

荒
川
三
丁
目

z

末

広

町

に

栄

冠

夜
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

山
十
一
…チ
｜
人
いか
参
加
し
、
七
月
か
ら

行
れ
れ
て
い
た

m・
．
川
町
内
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
l

w
火
会
は
、
一

一連
勝
を
め
ざ
す
宮
崎

A
チ
ー
ム
と
幣
決
勝
で
出
崎
B
チ
l
ム
を

似
り
勢
い
に
乗
る
必
川
・一一丁
同

・
末
広
町

j

l

ム
で
決
勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

－A合
は
、
決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
く
一
点

な
争
う
好
ゲ
ー
ム
を
民
間
し
、

一二
対
三
の

同
点
の
ま
ま
時
間
切
れ
と
な
り
、
制
せ
ん

の
結
果
荒
川
三
丁
目

・
末
広
町
ナ
！
’
A

が

初
優
勝
し
ま
し
た
。

体
育
行
事
の
お
し
ら
せ

十
－
月
五
日
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

十

－
月
七
日

t
第
二
回
夜
間
パ

v
l
ポ
1

ル
大
会

（
参
加
申
し
込
み

十
月
一一
－
十
一
日
ま
で
教
育
少
年
女
子

委

員

会

へ

）

監

督

泊

用

和

弘

縦

町

山

昏

十

．
月
十
・

一日
町
民
駅
伝
マ
ヲ
ソ
ン
大

選
手

円

本

作

子

必

生

町

成

年

男

子
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